
   

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号  ◆D-4-1-2 

事 業 名  災害公営住宅関連児童ふれあい施設整備事業 

事 業 費  総額２１３，６０８千円（国費：１７０，８８６千円） 

内訳：児童ふれあい交流館 設計費 21,720千円、工事費 124,457千円 

         耐震性貯水槽    設計費  2,415千円、工事費 65,016千円 

事業期間  平成 24年度～平成 26年度 

事業目的 

 全壊した町立第一小学校の改築に併せて、災害公営住宅に入居する子ども達や高齢者

のふれあいの場、更には震災により避難をしている子ども達のきめ細かな心のケアや安

全で安心できる児童の放課後活動の交流の場を整備する。また、震災時における避難所

の機能の一環として、耐震性貯水槽を整備する。 

事業地区 鏡石第一小学校隣（鏡石町中央地内） 

 

事業結果 

・鏡石町児童ふれあい交流館 

工事内容 

 構造：木造 2階建て 

 建築面積 300.35㎡、延床面積 486.66㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       完成写真          地域ボランティによるワークショップ 

 

・耐震信性貯水槽 

 工事内容 

  耐震性貯水槽整備 貯水容量６０㎥（地下式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      完成写真                給水作業訓練 



   

 

事業の実績に関する評価 

 ① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

   鏡石一区内にある鏡石第一小学校が震災により全壊したことを受け、校舎の建

て替えに併せて、同敷地内に災害に備えた指定避難所機能も併せ持った施設とし

た。 

   通常は、鏡石第一小学校放課後児童クラブとして活用し、児童の放課後の学習や

遊びの場として利用しており、社会情勢の変化による保育ニーズの高まりにより

利用人数が多い状況となっている。また、「福島県被災したこどもの健康・生活対

策等総合支援事業」により専門家による子どもの遊びの支援、児童劇等の巡回公

演、 かがみいしスポーツクラブによる運動教室も年数回開催し、こどもの放課後

での活動を充実させることができた。さらに、主に高齢者から構成される地域のボ

ランティア団体が年数回程度、「夏祭り会」や「木工教室」（ワークショップ）を開

催している。今後も地域住民との交流を深めながら、こども達の心のケアや自主性

を育む継続した効果が期待できる。 

   また、町の中心部に位置する本施設は、避難所としても非常に重要な施設に位置

付けられており、駐車場に耐震性貯水槽を整備することで、地域住民への重要な給

水拠点として迅速な給水活動が可能となり、避難所として一体的に地域の防災機

能向上が図られた。 

 

 ② コストに関する調査・分析・評価 

   当施設の建設場所の選考にあたっては、従前の鏡石駅前から鏡石第一小学校敷

地内に移転する形で建設し、用地取得費の削減と放課後の移動の面からも児童の

安全確保が図られた。また、設計については福島県の建築単価を基に適正に積算し

たため、当該事業費は妥当と考えられる。 

 

 ③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

   鏡石町では、一日でも早い復興を目指し、児童ふれあい交流館においては、震災

の翌年の平成 24年には設計業務を委託し、工事期間は平成 25年 12月から平成 26

年 9月までとし、約 9か月間で建設したことは評価できるものである。 

 

事業担当部局 

福祉こども課 電話番号：０２４８－６２－２２１０（児童ふれあい交流館） 

総務課    電話番号：０２４８－６２－２１１１（耐震性貯水槽） 
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